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1.　現在の婦人服を知るために少なくとも，過去30年

～40年 間の動きを整理して，その流行の根源を明確にし

たいために研究する。

2.　外国，国内の文献及び実物製作による。

3.　第２次大戦後の衣服の流行は，それ以前の流行と

は全然異なって，東洋調なるものから，東洋的造形が内

部に浸潜して，現在の一般の衣服にまで浸透しているの

で，この辺りの研究なくしては，今後の婦人服は理解ざ

れ難いのではなかろうか，その点よい勉強になった。


